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か
よ
中
し

ま
の
ま

と
そ
し

関
ま
’
せ

に
ど
で
ら

一
ど
ほ
％
知

タ
な
の
４
お

ニ
油
こ
7
2
を

モ
灯
が
は
見

政
や
果
率
意

市
剤
結
答
な

た
洗
の
回
も

れ
Ｆ
ｊ
°
お

わ
の
査
た
ら

行
へ
調
し

に
ヽ
ノ
識
ま

末
人
意
り

月
9
6
る

1
2
Q
す

年咋
二
月
に
行
わ
れ
た
委
員
会
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

＜
総
務
常
任
委
員
会
＞

〇
二
月
十
五
日
・
・
・
五
十
四
年
中
の
火

災
救
急
統
計
の
概
要
及
ぴ
宇
治
市

実
厖
計
画
Ｉ
第
一
次
三
ヵ
年
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か

謂
願
審
査
を
行
い
、
「
郵
便
ボ
ス

ト
増
設
に
関
す
る
請
願
」
を
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

Λ
市
民
環
境
常
任
委
員
会
＞

○
二
月
十
四
日
・
・
・
京
都
府
公
害
防
止

条
例
の
改
正
に
伴
な
う
深
夜
の
騒

音
規
制
、
畏
谷
山
清
掃
工
場
の
改

築
に
伴
な
急
「
後
の
ゴ
ミ
処
理
、
＜
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策

な
ら
ｂ
に
宇
治
市
実
施
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（
）
二
月
二
十
日
・
・
・
棋
局
町
へ
の
大
型

Ｋ
-
＼
'
-
進
出
計
画
、
水
田
の
転

作
割
り
当
て
、
宇
治
市
実
施
計
画

に
つ
い
て
説
川
受
｛
佇
ま
し
た
。

－ｍｔあＥ″

特
別
委
員
会
＞

〇
二
月
七
日
～
八
日
…
坂
出
市
お
よ

ぴ
倉
敷
i
5
＊
視
察
し
、
本
州
四
国

連
絡
浸
（
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
）

に
つ
い
て
の
環
境
保
企
対
策
な
ど

m
査
し
ま
し
た
。

積
一
蛍

ルトいキ宍
6 7

最
近
、
河
川
の
汚
染
原
因
と
し
て

合
成
洗
剤
が
問
題
に
な
り
、
石
け
ん

の
よ
さ
が
見
直
さ
れ
、
使
用
普
及
の

運
動
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民

の
み
な
さ
ん
は
ダ
誕
え
て
お
ら
れ

る
か
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
洗
た
く
す
る
時
に
合
成
洗

剤
と
石
け
ん
の
が
名
を
使
わ
れ
る

か
を
閔
い
た
と
こ
ろ
、
「
合
成
洗
剤

」
が
七
七
・
五
％
、
「
石
け
ん
」
が

二
二
・
五
％
と
合
成
洗
剤
が
圧
倒
的

に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
石
け
ん
の
使
用
も
二
割
強
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
様

の
ア
ン
ケ
・
・
‐
卜
を
、
五
士
一
華
、
五

十
四
年
と
続
け
て
消
費
忠
心
モ
’
一
タ

ー
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果

で
む
右
け
ん
の
使
用
が
一
三
％
か
ら

に
つ
い
て
の
諸
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

〇
二
月
二
十
六
日
・
・
・
京
滋
バ
イ
パ
ス

に
関
す
る
諸
報
告
を
受
け
た
ほ
か

休
憩
中
に
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境

対
策
協
議
会
委
・
員
と
の
懇
談
会
を

開
き
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
と
そ
れ
に

２
月
の
委
員
会
活
動
か
ら

Λ
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
▽

〇
二
月
十
三
日
・
・
南
Ｉ
治
中
学
校
で

の
事
故
に
つ
い
て
唄
尽
■
心
、
け
ぷ

し
た
。

〇
二
月
十
二
日
・
＝
京
滋
バ
イ
パ
ス
に

関
す
る
諸
廻
口
を
受
け
た
ほ
か
、

休
憩
巾
に
委
貫
協
議
企
を
開
き
、

廸
設
竹
お
よ
び
日
本
道
ｓ
･
公
川
か

・
り
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
な
ら
ぴ
に
□

境
影
響
調
査
報
皿
‥
害
（
案
）
ヽ
に
つ

い
て
の
説
川
を
■
マ
ロ
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

○
二
月
こ
十
一
こ
‐
・
・
・
京
沁
。
ヅ
・
Ｉ
一

兄
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

＜
宇
治
川
治
水
対
策

特
別
委
員
会
＞

Ｏ
一
万
十
九
日
・
・
・
宇
治
川
改
修
計
画

に
関
す
■
■
Ｇ
ｓ
ａ
ｗ
r
-
'
Ｓ
Ｊ
Ｓ
.
ｉ
Ａ
Ｋ
-

後
の
事
業
の
突
Ｍ
に
つ
い
て
報
告

必
■
一
■
‘
。
け
た
ほ
か
、
休
憩
巾
に
建
設

省
か
ら
宇
治
川
改
修
計
画
の
概
ｓ

成
分
の
違
い

7
6
％
が
理
解

食
器
洗
い
9
6
％

が
合
成
洗
剤

手
荒
れ
な
ど

被
害
は
3
8
％

ほ
と
ん
ど
が

洗
剤
に
関
心

んせまいとは派宗旨宗地墓園公のぎらすや
麟
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‥
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合
判
園

い
糾
霊

澗
か
治

｀
宇

社
場
園

宍戸怒
器

舛
昌
代
ｕ
Ｉ

皿
ａ
販
財
姉

C
Ｏ
Ｃ
Ｏ
０
０

価
格
は

昨
年
の
2
倍

8
4
％
が
灯
油
を
使
用

大
半
が
小
売
店
で
購
入

今
年
の
冬
は
、
原
油
の
値
上
げ
、

輸
入
最
の
削
減
を
理
由
に
、
十
一
月

ま
で
は
売
り
惜
し
み
、
十
二
月
以
降

は
小
皿
価
格
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、

市
の
消
費
忠
荷
係
に
も
二
十
九
件
刀

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

Λ
近
鉄
対
策
特
別
委
員
会
＞

〇
二
月
二
十
九
日
・
・
・
近
鉄
問
題
に
関

す
る
諸
報
告
ｍ
ｉ
け
ま
し
た
。

Λ
折
居
国
有
林
開
発
対
策特

別
委
員
会
＞

○
二
月
五
日
・
・
・
折
居
国
有
林
の
開
発

に
関
す
る
経
過
お
よ
ぴ
、
京
都
府

に
お
け
る
開
発
計
画
の
進
展
状
況

な
ど
に
つ
い
て
廻
審
’
・
父
け
ま
し

た
。

関
連
す
Ｉ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
意
＜
新
広
域
市
町
村
岡
対
策
特
別
委
員
会
Ｖ

〇
二
Ｍ
二
十
七
日
・
＝
京
都
剛
部
都
市

広
域
行
政
圏
推
進
協
議
会
に
よ
る

同
広
Ｍ
行
政
圏
計
國
の
Ｍ
木
栂
想

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

暖
か
く
な
り
、
灯
油
へ
の
関
心
も

溥
れ
て
き
ま
し
た
が
、
市
政
モ
ニ
タ

ー
の
調
査
を
り
と
に
、
こ
の
冬
の
灯

油
の
問
題
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

◇

ま
ず
、
暖
房
に
灯
油
を
使
っ
て
い

る
人
は
、
八
四
・
五
％
と
八
割
Ｓ
一
で

そ
り
つ
ち
灯
油
だ
け
を
使
う
人
が
五

五
％
と
半
分
を
占
め
、
灯
油
が
冬
の

生
活
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

灯油の購入先き

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
灯
油
の
購
入
先
は
図
の
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の
小
売
店
か

ら
自
宅
ま
で
配
達
し
て
■
≪
Ｘ
Ｊ
>
>
[
＼
人
が

六
四
・
一
％
と
多
く
、
そ
の
た
め
か

米
や
酒
な
ど
他
の
商
品
も
同
じ
坐
沁

店
か
ら
「
買
っ
て
い
る
」
人
が
九
〇

・
九
％
に
達
し
、
「
買
っ
て
い
な
い

」
と
答
え
ら
れ
た
人
は
六
・
五
％
と

ご
く
わ
ず
か
で
す
。

買
わ
れ
る
人
が
納
得
し
て
他
の
商

品
も
求
め
ら
れ
る
場
合
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
が
、
灯
油
だ
け
で
は
売
ら
ず

他
の
も
の
と
「
抱
き
合
せ
」
で
胴
元

す
る
こ
と
は
独
占
翠
止
法
に
違
反
す

る
明
響
随
で
、
石
油
ジ
Ｊ
″
ク
の
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一
月Ｑ
り

匹ｍ作１りよで

自
然
環
境

現
況

Λ
地
形
・
地
質
＞

調
査
地
域
の
地
形
は
、
東
部
の
滋

賀
県
に
隣
接
す
る
山
地
、
中
央
部
の

丘
陵
地
、
宇
治
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
沖
積
平
野
の
三
つ
に
大
別
さ
れ

る
。一

方
、
地
質
は
古
生
層
の
基
盤
岩

に
流
れ
込
む
岡
本
川
、
戦
川
、
志
津

川
、
笠
取
川
な
ど
が
あ
る
。
岡
本
川

洲
城
は
市
街
化
が
準
″
、
流
水
の
大

部
分
が
生
活
排
水
か
ら
な
る
。
戦
川

は
五
雲
峰
か
ら
明
星
山
に
つ
づ
く
尾

根
か
ら
西
に
流
れ
る
小
さ
な
川
で
、

新
田
川
や
大
鳳
寺
川
、
大
谷
川
、
戦

川
本
流
、
只
川
の
五
河
川
が
樹
枝
状

に
合
流
し
て
い
る
。
志
津
川
と
笠
取

川
は
、
醍
醐
山
の
南
斜
面
と
東
斜
面

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
用
に
流
れ
る
中
規
模

の
河
川
で
あ
る
。

▽
流
量
鯛
査

河
川
流
量
調
査
は
、
渇
水
流
量
の

く
な
る
と
と
も
に
地
表
面
か
ら
地
下

水
圃
ま
で
の
深
さ
は
深
く
な
る
傾
向

を
Ｉ
ｙ
し
て
い
る
。

ま
た
、
井
戸
に
よ
る
地
下
水
位
で

は
平
均
値
心
Ｇ
Ｌ
‐
ｍ
）
が
菟
辺
東

部
と
志
津
川
で
約
一
対
、
北
内
で
約

ニ
μ
、
菟
辺
北
部
と
中
央
部
で
約
四

μ
、
目
川
と
岡
本
で
約
五
μ
、
二
尾

で
最
も
深
く
八
同
程
度
で
あ
る
。

▽
水
利
用

宇
治
川
左
岸
で
は
北
内
地
区
が
浅

＃
Ｊ
Ｌ
で
上
水
辺
と
の
砥
用
が
多
く
、

ほ
か
は
卿
芦
が
主
体
で
＃
芦
水
専

用
の
家
庭
や
工
場
が
多
い
。
宇
治
川

右
岸
及
び
志
津
川
地
区
で
は
上
水
辺

と
の
併
用
が
大
半
で
、
炭
山
と
二
尾

地
区
で
は
主
に
井
戸
水
を
飲
料
水
に

利
用
し
、
一
部
沢
水
を
利
用
し
て
い

る
家
庭
も
あ
る
。

▽
河
川
水
質

二
尾
と
炭
山
の
山
地
流
颯
で
は
電

導
度
一
り
μ
当
り
約
六
〇
マ
イ
ク
″

モ
ー
ム
、
Ｐ
Ｈ
七
。
1
3
下
で
m

評価書案の

縦覧コーナー

さ
る
三
月
十
日
か
ら
、
京
滋
バ
イ

パ
ス
環
境
影
響
評
価
書
案
の
縦
覧
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
評
価
書

案
は
、
昨
年
の
十
二
月
に
事
業
者
で

あ
る
日
本
道
路
公
団
大
阪
建
設
局
京

滋
バ
イ
パ
ス
工
事
事
務
所
か
ら
市
に

提
出
さ
れ
た
も
の
。

市
で
は
、
こ
の
評
価
書
案
の
内
容

を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市

役
所
ホ
ー
ル
横
の
コ
ー
ナ
ー
で
縦
覧

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
説
明
会

を
開
く
な
ど
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を

聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
意
見

な
ど
は
意
見
書
と
し
て
四
月
二
十
三

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
評
価
書
案
の
縦
覧
は
四
月

八
日
ま
で
で
す
。
（
写
真
は
、
評
価

書
案
を
見
る
市
民
）

す
ん
だ
空
と

き
れ
い
な
川
を

４Ｑ
り

（
６

京滋バイパス

な
お
、
調
査
地
域
に
は
、
地
す
べ

り
地
形
な
ど
の
分
布
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

Λ
気
象
＞

宇
治
市
は
京
都
盆
地
の
用
東
部
に

位
置
し
、
筥
朕
は
、
瀬
戸
内
気
候
内

陸
型
に
属
し
て
い
る
。
天
気
は
通
年

比
較
的
晴
天
の
日
が
多
く
、
年
平
均

気
温
は
摂
氏
約
一
五
度
で
、
年
較
循
一

は
摂
氏
二
四
度
を
越
え
寒
暖
の
差
が

大
き
い
。
年
平
均
湿
度
は
約
七
〇
％

年
間
総
降
水
量
は
約
一
、
六
〇
〇
ｍ

μ
。年
平
均
風
速
は
秒
逮
約
二
μ
で
、

カ
マ
ツ
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
、
ス
ギ

ヒ
ノ
キ
植
林
な
ど
の
二
次
林
に
お
き

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

予
測
・
評
価

現
況

植
栽

の
ル
ー
ト
内
）
に
天
然
記
念
物
な
ど

の
文
化
財
は
な
い
が
、
菟
這
西
隼
上

り
に
埋
蔵
文
化
財
焦
上
り
一
号
及
ぴ

二
号
墳
、
弥
生
式
土
器
の
散
布
地
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

予
測
・
評
価

反
応
は
あ
ま
り
大
き
く
な
く
、
問
題

は
少
な
い
。
し
か
し
、
植
生
の
安
定

や
復
旧
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、
地
形
を
あ
ま
り
変

え
ず
、
工
法
や
緑
化
対
策
な
ど
に
留

社
会
環
境

逍
京
都
宇
治
線
と
そ
れ
に
統
ぐ
宇
治

淀
線
及
ぴ
一
般
国
道
2
4
号
線
を
幹
線

と
し
、
こ
れ
を
中
心
に
市
道
な
ど
が

各
集
落
を
枝
状
に
連
絡
し
て
い
る
。

し
か
し
、
市
道
な
ど
の
整
備
の
遅

れ
か
ら
生
活
道
路
と
し
て
の
機
能
を

幹
線
道
路
に
依
在
じ
て
お
り
、
通
過

交
通
量
の
多
い
こ
と
と
相
ま
っ
て
、

交
通
渋
滞
や
｛
§
輦
故
を
増
大
さ
せ

て
い
る
。
渋
滞
は
、
一
般
国
道
2
4
号

と
主
要
地
方
道
京
都
宇
治
線
と
の
交

差
郎
、
同
地
方
這
と
外
環
状
線
と
の

交
差
部
に
多
い
。
事
故
は
、
車
両
相

互
の
事
故
、
人
対
車
両
の
事
故
の
順

に
多
い
。
ま
た
、
路
線
別
に
は
、
一

＜
土
地
利
用
＞
、

笠
取
地
域
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
’
ン

ジ
設
置
を
前
提
と
す
れ
ば
、
現
行
の

法
規
Ｑ
土
地
所
愕
状
況
の
圃
か
ら
観

光
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
発
な
ど

が
予
想
さ
れ
る
。
菟
逍
と
五
ケ
庄
の

市
街
化
区
颯
も
住
宅
団
地
の
開
発
、

沿
道
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
立
地

な
ど
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
槙
島

の
市
街
化
区
颯
は
、
都
市
化
の
債
向

が
強
ま
る
。

＜
産
業
＞

農
業
に
つ
い
て
、
笠
取
地
域
で
は

都
市
近
郊
農
業
へ
の
脱
皮
の
可
能
性

が
生
ま
れ
、
槙
局
の
す
で
に
m
＼
:

田
な
ど
で
は
周
辺
地
域
の
都
市
化
に

と
も
な
う
晨
業
生
産
環
境
の
変
化
が

考
疋
ら
れ
る
。

工
菜
に
つ
い
て
、
棋
局
地
域
の
準

工
業
区
域
で
は
、
工
業
立
地
の
条
件

が
整
う
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
便
利
さ
が
増

し
購
留
居
勣
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
。
ま
た
、
観
光
は
、
大
津
琵
琶
湖

周
辺
及
ぴ
名
古
屋
方
面
を
結
ぷ
広
域

ル
ー
ト
が
新
し
く
形
成
さ
れ
る
。

＜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＞

計
画
路
線
で
分
断
さ
れ
る
退
路
は

基
本
的
に
現
況
の
形
態
に
近
い
形
で
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１
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Ｄ
第㈲

京滋バイパス

れ
で
さ
も
出
出
提
提
に
の
市
‘
書

治
見
字
意
ら
に
か
で
所
ま
務
日
事
2
3

事
月
工
４
ス
゛
パ
ら
イ
た
Ｖ
Ｎ

傾
向
を
示
し
、
ほ
か
の
地
域
で
は
横

ば
い
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

’
ま
た
、
就
粟
構
造
で
は
、
製
造
業

や
サ
ー
ビ
ス
、
卸
小
売
業
な
ど
の
第

二
次
・
三
次
産
業
の
従
事
者
が
多
く

見
ら
れ
る
。

＜
土
地
利
用
＞

▽
土
地
利
用
状
況

笠
取
と
志
津
川
、
菟
泣
地
域
は
山

林
が
約
九
〇
％
を
占
め
、
田
畑
は
Ｉ

〇
％
以
下
で
あ
る
。
五
ヶ
庄
地
域
は

山
林
が
約
六
〇
％
を
占
め
、
田
畑
と

宅
地
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
％
で
あ
る
。

ユ
Ｓ
誇
刈
舅
に
作
淀
さ
わ
て
^
Ｎ
.
'
"

Λ
産
業
＞

▽
晨
業宇
治
市
の
基
幹
農
作
物
は
茶
と
水

稲
で
あ
る
。
茶
は
、
て
ん
茶
と
玉
露

が
主
流
で
あ
り
、
耕
作
面
積
は
調
査

地
ｍ
内
で
約
二
八
お
で
あ
る
。
水
稲

は
巨
椋
池
干
拓
田
を
中
心
と
し
、
耕

作
面
積
は
調
査
地
域
内
で
約
二
〇
〇

お
で
あ
る
。

宇
治
市
の
農
家
数
は
年
々
減
少
の

傾
向
を
示
し
、
昭
和
五
十
年
の
農
業

セ
ン
サ
ス
で
は
市
全
体
で
八
百
四
十

九
戸
。
調
査
地
域
内
で
は
三
百
四
十

九
戸
と
な
っ
て
い
る
。

▽
工
業昭

和
五
十
一
年
の
工
業
統
計
調
査

事
業
所
駄
自
七
十
二
、
従
菜
者
数
二

千
四
百
八
十
八
人
、
製
造
品
出
荷
額

約
二
百
九
十
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

工
場
は
棋
島
地
域
に
集
中
し
、
金

属
や
機
械
な
ど
の
近
代
的
菜
種
が
多

く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
笠
取
地
域
の

炭
山
に
は
、
京
都
の
清
水
か
ら
集
団

移
転
し
た
陶
一
一
豆
地
が
あ
り
、
新
し
・

い
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ

る
。

▽
商
業昭

和
五
十
一
年
の
商
業
統
計
調
査

に
よ
る
と
、
市
内
の
全
商
店
歎
は
二

千
百
三
十
二
店
で
、
調
査
地
域
内
で

は
三
百
九
十
四
店
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
主
な
商
業
の
中
心
は
、
宇
治

柵
通
り
商
店
街
、
近
鉄
京
都
線
の
小

倉
・
伊
勢
田
・
大
久
保
の
各
駅
周
辺

宇
治
市
は
、
宇
治
川
と
そ
の
周
辺

の
自
然
的
景
観
を
背
景
と
し
て
、
平

等
院
ｐ
万
福
寺
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
な
ど

の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
観

光
施
設
は
宇
治
橋
や
平
等
院
周
辺
に

集
中
し
、
平
等
院
へ
の
入
込
客
散
が

圧
倒
的
に
多
く
、
年
間
約
百
三
十
二

万
人
で
あ
る
。

日
本
道
路
公
団
の
京
滋

バ
イ
パ
ス
模
型
（
五
ケ

庄
・
菟
道
付
近
の
半
地

下
部
分
）

B
l
B
l
l
B
E
l
ｔ
:
l
＼
-
^
ニ
叶
Ξ
”
、
呪

他
、
浴
場
四
で
あ
る
。

▽
集
団
組
織

調
査
地
球
内
の
自
治
会
は
百
三
、

婦
人
会
六
、
老
人
ク
ラ
ブ
九
、
農
協

支
所
ニ
、
水
利
組
合
三
、
茶
菓
組
合

二
で
あ
る
。

▽
生
活
行
動
閔

○
通
耕
作
圏
・
・
・
笠
取
地
域
で
は
市

道
戊
一
号
線
。
志
津
川
地
域
で
は
林

這
炭
山
線
。
菟
這
地
域
で
は
市
道
京

阪
黄
業
停
軍
場
三
室
戸
線
。
五
ヶ
庄

陥
力
多
く
i
i
i
K
k
i
X
N
.
'
"
ｎ
ａ
ｍ
ｍ
.

地
域
で
は
小
倉
へ
の
購
買
動
向
が
主

流
を
占
め
て
い
る
。

〇
駅
勢
圏
・
・
・
笠
取
と
志
津
川
地
双

で
は
京
阪
宇
治
駅
・
黄
聚
駅
。
菟
遭

地
斌
で
は
京
阪
三
室
戸
駅
。
五
ヶ
庄

地
域
で
は
京
阪
黄
鱗
駅
。
檎
島
地
域

で
は
近
鉄
小
倉
駅
及
ぴ
京
阪
宇
治
駅

が
主
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

Λ
交
通
＞

▽
道
路
の
現
況

宇
治
市
の
道
路
網
は
、
主
要
地
方

S
H
H
2
4
澗
主
戮
地
方
m
k
ｕ
宇

治
線
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
調
査
地
域
内
を
連
絡
し
て
い

る
パ
ス
路
線
は
、
京
阪
宇
治
交
通
、

近
鉄
パ
ス
、
京
阪
バ
ス
の
三
社
で
あ

る
。

▽
鉄
道
の
現
況

宇
治
市
に
は
国
鉄
奈
艮
線
、
京
阪

宇
治
線
、
近
鉄
京
都
線
の
三
線
が
あ

る
。

＜
文
化
財
＞

事
業
予
定
地
内
（
京
滋
バ
イ
パ
ス

椙
能
の
復
旧
を
I
C
い
、
牛
居
匿
へ
の

影
響
を
極
力
少
な
く
す
る
よ
う
つ
と

め
る
。
ま
た
、
併
設
国
道
の
設
置
に

よ
っ
て
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
便
利

さ
も
改
善
さ
れ
る
。

Λ
交
通
＞

計
画
路
線
の
開
通
後
は
、
開
通
前

に
比
べ
市
道
や
府
道
、
主
要
地
方
逍

の
順
に
交
通
量
が
減
少
す
る
。
し
か

し
、
一
般
国
道
2
4
号
は
、
ほ
と
ん
ど

交
通
量
の
変
化
が
な
い
。

一一一一一・・一一一一
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テ
ー

守
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後
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到
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・
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ａ
用

器
饗
驚
諮
男
日
ぶ
単

棟
５
卯
間

理
月
前
時

管
１
午
１

間
問
金
匍

期
時
料
前

用
用
用
哨

利
利
利

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
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すまりおてけ付け受を
Ｉ
約予間年り限に用利口

口
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し
楽を
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ス
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｛
ｔ問
開
拓
Ｔ

いだ

旬
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‥
、

Ｏ
で
誰
ん

円
御
込

０
徒
し

０
車
申

０
に
．
Ｊ

―
下
で
ん
所

3
6
J
、
、
’
ま
せ
務

駅
で
囲
ま
事

名

鴨
詣
器

３
月
付
社

１
車
き
３
受
公

金
電
つ
て
は
給

料
げ
茫
器

用
平
１
を
び
住

り
内
の
者
金
丿
及
市

’
．
そ
ツ
で
約
料
ん
後
都

ウ
ま
予
用
せ
午
京

夕
日
日
利
ま
の

一
¨
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平
び
し
日
内

ユ
月
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及
致
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ニ
３
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月
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市
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都
年
伴
写
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島
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＜
大
気
汚
染
＞

調
査
は
、
住
居
地
域
の
五
ケ
庄
、

槙
島
、
道
路
周
辺
地
域
の
一
般
国
道

2
4
号
付
近
、
菟
遭
、
茶
園
地
城
の
宇

治
川
右
岸
茶
園
、
山
間
地
域
の
炭
山

・
志
津
川
で
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
各
地
点
の
平
均
値
は

二
酸
化
硫
黄
が
〇
・
〇
一
九
～
〇
・

〇
二
三
ｐ
ｐ
ｍ
、
β
遊
ふ
ん
じ
ん
が

一
立
方
μ
当
り
○
・
○
三
Å
）
・
Ｏ

四
五
≫
f
／
、
一
酸
化
炭
素
が
Ｉ
・
〇

～
一
・
四
ｐ
ｐ
ｍ
で
、
地
点
間
に
よ

る
差
は
少
な
い
。
一
方
、
一
酸
化
窒

素
が
○
・
Ｏ
Ｏ
ニ
～
〇
・
〇
一
八
ｐ

ｐ
ｍ
、
二
酸
化
窒
素
が
〇
・
〇
〇
六

～
〇
・
〇
一
五
ｐ
ｐ
ｍ
、
窒
素
酸
化

物
が
〇
・
〇
〇
八
ｙ
Ｏ
・
〇
三
三
ｐ

ｐ
ｍ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
道
路
に
近
い
平

そ
の
結
果
、
槙
島
町
目
川
地
点
で

の
冬
の
昼
間
四
六
デ
シ
ベ
ル
（
平
均

値
）
が
最
む
嵩
く
、
ほ
か
の
地
点
で

は
大
半
が
四
〇
デ
ｰ
･
i
i
ベ
ル
（
平
均
値

）
ぷ
下
で
あ
る
。

＜
電
波
障
害
＞

調
査
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
Ａ
Ｍ

・
Ｆ
Ｍ
放
送
の
電
誕
辰
障
害
が
予

想
さ
れ
る
五
十
地
点
で
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
テ
レ
ビ
の
Ｖ
Ｈ
Ｆ
は

全
般
的
に
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
質
評

価
が
低
く
、
ほ
か
数
地
点
を
除
き
良

好
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
で
は
七
割
以
上
の
地
点

で
ほ
ぽ
良
好
な
営
度
状
況
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
の
Ａ
Ｍ
放
送
は
五
ケ
庄
と
孤

島
地
区
の
数
地
点
で
雑
音
が
入
り
、

Ｆ
Ｍ
放
送
は
孤
島
地
区
の
数
地
点
で

雑
音
が
低
度
さ
れ
た
。

ｐ
ｐ
ｍ
（
年
平
均
値
換
算
）
を
下
回

る
。
な
お
、
山
間
部
の
住
宅
地
域
で

は
計
画
路
線
か
ら
五
百
～
八
百
μ
離

れ
て
お
り
問
題
は
な
い
。

＜
騒
音
＞
菟
滋
地
区
の
東
隼
上
り
と
西
隼
上

り
、
平
町
で
Ｉ
～
八
ホ
ン
（
Ａ
）
。

槙
島
地
区
の
大
島
と
落
合
、
槙
島
小

学
校
で
六
～
九
ホ
ン
（
Ａ
）
。
そ
の

ほ
か
五
ケ
庄
福
角
地
区
で
わ
ず
か
に

環
境
保
全
目
標
値
を
越
え
る
た
め
、

し
ゃ
音
壁
な
ど
を
設
置
し
て
目
標
値

以
下
に
す
る
。

Λ
振
動
＞

平
地
部
に
お
い
て
計
画
路
線
に
沿

っ
て
十
～
二
十
μ
の
環
境
施
設
帯
の

設
置
を
計
画
し
て
お
り
、
特
に
問
題

は
な
い
。

Λ
低
周
波
空
気
振
動
＞

経
験
的
に
剛
度
の
高
い
橋
が
低
周

波
空
気
振
動
の
防
止
に
有
利
で
あ
る
一

と
さ
れ
互
り
、
こ
れ
を
考
慮
し
三

橋
の
構
造
な
ど
を
検
討
す
る
。
一

Λ
日
照
阻
害
Ｖ
。
一

孤
島
町
吹
前
か
ら
槙
島
町
十
一
の

】

区
間
で
は
、
四
～
五
時
間
以
上
の
日
一

照
が
確
保
で
き
る
。
し
か
し
、
槙
島
一

町
郡
の
一
つ
の
住
宅
で
日
照
が
確
保
一

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ヽ
必
要
な
一

措
置
を
講
じ
る
。

一

な
お
、
ほ
か
の
区
間
で
は
八
時
間
一

以
上
の
日
照
が
確
保
で
き
る
。
一

環
境
保
全
対
策

＜
工
事
中
の環

境
保
全
対
策
＞

工
事
中
に
発
生
す
る
騒
音
や
振
動

案
の
お
お
ま
か
な
内
容
で
す
。

こ
の
評
価
書
案
は
、
四
月
八
日
ま

で
市
役
所
一
階
ホ
ー
ル
横
の
京
滋
パ

予
測
・
評
価

＜
騒
音
＞

調
査
は
、
計
画
路
線
周
辺
の
住
宅

や
学
校
、
幹
線
道
路
な
ど
三
十
五
測

点
で
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
二
尾
や
炭
山
、
志
津

川
な
ど
の
山
間
地
城
は
三
〇
～
四
〇

ホ
ン
（
Ａ
）
、
右
岸
地
城
の
菟
逗
・
五

ケ
庄
は
四
〇
～
五
〇
ホ
ン
（
Ａ
）
、
左

岸
地
域
の
孤
島
は
四
五
～
五
五
ホ
ン

（
Ａ
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
槙
島
の
遭

路
や
工
場
付
近
は
六
〇
～
七
〇
ホ
ン

（
Ａ
）
で
、
他
の
地
＆
よ
７
嵩
い
。

ま
た
、
学
校
の
騒
音
レ
ベ
ル
は
、

休
校
時
が
約
五
〇
ホ
ン
心
Ａ
）
で
、
開

校
時
が
約
五
五
ホ
ン
（
Ａ
）
で
あ
っ

た
。

Λ
大
気
汚
染
＞

計
画
路
線
平
地
部
周
辺
の
二
酸
化

窒
素
の
年
平
均
Ｍ
Ｍ
は
、
道
路
近
く

の
用
地
境
界
で
最
大
○
・
Ｏ
Ｏ
八
ｐ

ｐ
ｍ
（
昭
和
六
十
五
年
）
。
こ
れ
に

現
況
m
〇
・
〇
三
ｐ
ｐ
ｍ
（
年

平
均
値
）
を
加
え
る
と
○
・
Ｏ
ニ
ｐ

ｐ
ｍ
と
な
り
、
環
境
保
全
員
猛
○

・
○
二
五
～
〇
・
〇
一
舌
一
ｐ
ｐ
ｍ
以

下
心
年
平
均
値
換
算
）
を
下
回
る
。

計
画
路
線
平
地
部
周
辺
の
一
酸
化

炭
素
の
年
平
均
濃
度
は
、
漠
霊
く

の
用
地
境
界
で
最
大
○
・
○
五
ｐ
ｐ

ｍ
（
昭
和
六
十
五
年
）
。
こ
れ
に
現

況
済
度
一
・
ニ
ｐ
ｐ
ｍ
（
年
平
均
値

）
を
加
え
る
と
Ｉ
・
二
五
ｐ
ｐ
ｍ
と

ま
た
、
資
機
材
や
残
土
な
ど
の
運

搬
に
つ
い
て
、
計
画
路
線
敷
内
を
工

事
用
道
路
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に

つ
と
め
る
。
し
か
し
、
や
む
を
得
ず

現
在
あ
る
道
を
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
に
関
係
諸
官
庁
と
協
議
し
、
交

通
安
全
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
配

慮
し
、
万
全
を
期
す
。

＜
追
跡
調
査
Ｖ

工
事
中
及
び
開
週
後
予
測
し
得
な

か
っ
た
膏
し
い
影
響
が
見
ら
れ
る
場

合
、
必
嬰
に
応
じ
て
追
跡
調
査
を
実

施
し
、
適
切
な
措
置
を
請
じ
る
。

た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
評
価
書
案

の
縦
覧
や
地
域
脱
明
会
を
通
し
て
、
一

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
質
問
や
要

求
、
意
見
な
ど
を
意
見
書
と
い
う
形
・

で
四
月
二
十
三
日
ま
で
に
提
出
し
て
Ｉ

い
た
だ
き
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

市
役
所
環
境
保
全
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。
‐
‐
－
－
1
1
1
1
1
ゝ

調
査
地
域
調
査
の
対
象
と

皿
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1
1
゛
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Ｉ
ｒ
！
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Ｓ
４
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‐
が
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ｉ
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！
’
・
く

な
っ
て
い
る
の
は
、
宇
治
市
通
過

百

路
線
を
中
心
に
原
則
と
し
て
両
側

約
一
ａ
の
帯
状
範
囲
。
地
域
別
に

は
、
笠
取
、
志
津
川
、
菟
遭
、
五

ヶ
庄
、
槙
島
の
五
地
域
で
す
。

以
上
が
、
事
菜
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
書
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C
Ｏ
Ｃ
Ｏ
０
０

あ
な
た
と
家
族
の
安
全
の
た
め
に

最
近
、
Ｚ
ｔ
で
便
利
な
こ
と
か
ら
こ
れ
は
、
盟
疏
視
や
一
按
小
停

三
一
バ
イ
ク
の
利
用
者
が
増
え
て
い
止
と
同
橡
、
逍
路
交
通
法
の
違
反
で

ま
す
か
、
後
部
や
前
部
に
小
Ｓ
用
乗
す
。

軍
設
備
を
取
り
付
け
る
な
μ
じ
て
、
「
み
ん
な
が
乗
せ
て
る
か
ら
。
」

二
人
乗
り
や
三
人
乗
り
を
し
て
い
る
「
買
つ
た
時
に
、
乗
車
設
備
を
取

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
り
付
け
て
く
れ
る
か
ら
。
」

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

一

「
私
は
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

か
ら
。
」

な
ど
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、
二
人

乗
り
や
三
人
乗
り
で
走
っ
て
い
る
時

に
、
と
っ
さ
の
場
合
、
危
険
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
き
な
事
故
に

案
内

障
害
児
学
級
で
学
ん
で
き
た
子

ど
な
た
ち
も
、
い
よ
い
よ
卒
業
で

す
。宇
治
市
で
は
毎
年
、
小
・
中
学

校
の
障
害
児
学
級
卒
業
生
を
祝
い

励
ま
す
「
卒
業
最
終
回

生
を
送
る
つ
ど

い
」
を
催
し
て

き
ま
し
た
。

今
年
も
、
二

月
二
十
八
日
、

市
民
会
館
で
開

か
れ
た
「
つ
ど

い
」
に
は
、
障

害
児
学
級
在
校

生
と
、
教
師
・

父
母
が
一
堂
に

集
ま
り
、
ス
ラ

イ
ド
で
、
こ
の
Ｉ

み
な
ど
の
思
い
出
を
ふ
り
返
っ
た

後
、
歌
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
｛
に
ｔ

在
校
生
の
「
卒
業
生
を
送
る
こ

と
ぱ
」
に
こ
た
え
、
卒
業
生
も
Ｉ

人
一
人
、
『
ぽ
く
は
、
○
○
学
校
へ

行
き
ま
す
。
Ｓ
『
わ
た
し
は
、
○
○

で
働
き
ま
す
。
』
と
自
分
の
進
路
を

話
し
合
い
、
「
つ
ど
い
」
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
感
慨
深
く
聞
き
入

る
父
母
・
教
師
の
頭
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
苦
労
や
、
心
は
ず
む
思
い
出

の
数
々
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
巡
っ
て

い
た
事
で
し
ょ
う
。

■
引
越
し
ゴ
ミ
の
処
分

引
越
し
や
買
替
え
な
ど
で
出
て
く

る
『
一
時
多
量
ゴ
ミ
』
や
『
粗
大
ゴ

ミ
ｂ
は
、
定
期
（
無
料
）
収
集
で
は

取
扱
い
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
ゴ
ミ

の
量
に
応
じ
て
料
金
を
い
た
だ
く
「

臨
時
ゴ
ミ
収
集
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

。
■
し
か
し
、
数
々
の
苦
労
を
克
服
し

て
、
や
っ
と
卒
業
式
を
迎
え
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
『
先
の
事
を
考
え
る

と
夜
も
眠
れ
ま
せ
ん
。
ｂ
『
私
た
ち

親
が
い
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
。
』
と
言
う
親
の
悩
み
な

ど
に
、
教
育
の
場
か
ら
巣
立
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
の
未
釆
の
厳
し
さ
を

つ
な
が
り
ま
す
０

昨
年
、
宇
治
警
察
署
管
内
で
起
こ

っ
た
交
通
事
故
の
う
ち
、
バ
イ
ク
の

利
用
者
が
被
害
者
に
な
っ
た
交
通
事

故
は
、
三
百
三
十
三
件
発
生
し
、
二

百
八
十
八
人
が
負
傷
、
一
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
が
悲
惨

な
交
通
事
故
の
犠
牲
者
と
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
危
険
な
バ
イ
ク
の
二
人

乗
り
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

☆
二
輪
軍
昼
間
点
灯
運
動

Ｉ
見
せ
る
安
全
、
見
ら
れ
る
安
全

（
交
通
労
政
課
）

い
。
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
引

越
し
の
｡
■
i
l
－
ズ
ン
で
申
し
込
み
が
殺

到
し
ま
す
。
少
な
く
と
･
ｉ
Ｓ
ｎ
ｎ
越
し
予

定
日
の
一
週
間
位
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
（
清
掃
課
）

■
国
民
健
康
保
険
料

今
月
は
納
期

３
月
3
1
日
は
、
国
民
健
康
保
険
料

の
第
６
期
分
の
納
期
限
で
す
。
納
め

忘
れ
な
ど
で
、
未
納
の
人
は
至
急
納

め
て
く
だ
さ
い
。
お
忙
し
い
人
に
は

や
っ
と
就
職
が
で
き
て
も
、
仲
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、

仕
事
が
合
わ
な
か
っ
た
り
で
、
す
ぐ

や
め
て
し
ま
う
事
も
多
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
障
害
者
に
合
っ
た
、

技
能
訓
練
も
か
ね
た
能
力
開
発
も
で

き
る
、
働
く
場
の
保
障
が
必
妥
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
共
同
作
業
所
の

拡
大
・
充
実
は
、
労
働
権
保
障
の
う

わ
か
ち
あ
う
卒
業
の
よ
ろ
こ
び

障
害
児
の
育
っ
て
き
た
歴
史
を
か

え
り
み
る
と
、
障
害
児
教
育
を
創
り

支
え
て
き
た
教
師
・
父
母
の
歴
史
で

も
あ
り
ま
す
。
障
害
児
教
育
は
、
生

き
る
権
利
と
し
て
の
、
教
育
を
受
け

る
橋
利
の
獲
得
の
歴
史
で
あ
り
、
学

校
教
育
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
確
か
な
発
達
を
保
障
す
る
た

め
の
教
育
を
お
し
す
す
め
る
原
動
力

か
い
ま
見
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

学
校
を
卒
業
し
た
ら
、
誰
で
も
働

け
る
。
生
活
で
き
る
Ｉ
こ
の
事
は

人
間
と
し
て
の
最
も
Ｍ
本
的
な
権
利

で
す
。
し
か
し
、
障
害
者
が
働
け
る

場
所
は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
に
は
雇
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
不
況
の
下
で
は
、
そ
う

簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
■

え
で
極
め
て
大
切
で
す
。
毎
日
、
い

そ
い
そ
と
通
勤
す
る
障
害
者
に
と
っ

て
は
、
ま
さ
に
生
き
る
力
の
源
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ら
が
、
学
校
教
育
の
場
か
ら

巣
立
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
真
に

祝
う
道
は
、
『
生
活
の
改
善
や
医
療
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
生
活

や
労
働
・
健
康
な
ど
の
権
利
を
守
り

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
狭
い

国
土
の
有
効
な
利
用
と
投
機
的
な

土
地
取
引
を
防
止
し
、
土
地
価
格

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
一
定
面
積

以
上
の
土
地
を

売
買
し
よ
う
と

す
る
場
合
な
ど

に
は
、
契
約
前

た
、
届
け
出
後
六
週
間
以
内
は
契
約

を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

＜
届
け
出
が
必
要
な
面
積
＞

③
都
市
計
画
区
域
外
の
土
地
は
、
一

万
平
方
μ
以
上
。

Λ
届
け
出
が
必
要
な
主
な
取
引
＞

ｅ
ｎ
Ｒ
買
契
約
に
よ
る
取
り
引
き
。

一
定
面
積
以
上
の

土
地
売
買
に
は
届
け
出
を

に
土
地
の
価
格
や
利
用
目
的
な
ど

を
書
い
た
届
出
書
を
、
市
を
通
じ

て
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

便
利
な
口
座
振
替
制
度
の
利
用
を
お

す
す
め
し
ま
す
。（

保
険
年
金
課
）

催
し

■
働
く
婦
人
の
労
働
教
室

宇
治
市
で
は
、
働
く
婦
人
の
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
、
み
ん
な
で
考
哭
、

話
し
あ
え
る
場
と
し
て
「
働
く
婦
人

の
労
働
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
３
月

2
8
日
（
金
）
午
後
６
時
半
か
ら
、
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
市
民
会
館

一
階
）
で
。
橘
女
子
大
講
師
の
横
田

振
子
さ
ん
の
講
演
「
最
近
の
働
く
婦

人
の
実
態
と
問
題
点
」
と
懇
談
。
お

障
害
児
・
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
し
、
豊
か
に
能
力
を
発

展
さ
せ
る
事
が
で
き
る
地
域
・
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
と
も
に
考
え

①
市
街
化
区
城
内
の
土
地
は
、
二
千

平
方
μ
以
上
。

②
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
内
の
土

地
は
五
千
平
方
μ
以
上
。

子
さ
ん
の
保
育
を
希
望
の
人
は
、
2
5

日
ま
で
に
交
通
労
政
課
へ
。
受
講
料

は
無
料
Ｊ
（
交
通
労
政
課
）

■
オ
リ
エ
ンテ
ー
リ
ン
グ
教
室

公
民
館
で
は
、
初
心
者
を
対
象
に

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
教
室
を
開
き

ま
す
。
３
月
3
0
日
（
日
）
午
前
９
時

2
0
分
国
鉄
京
都
駅
構
内
（
新
幹
線
酉

改
札
口
）
集
合
。
行
き
先
は
滋
賀
県

桐
生
町
、
桐
生
７
-
Ｋ
（
約
７
μ
）

で
、
対
象
は
、
宇
治
市
民
か
市
内
に

通
勤
の
人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

に
限
り
ま
す
）
。
参
加
費
は
無
料
で

す
が
、
交
通
費
は
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
、
2
5
日
ま
で
に
公

民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
、
電
話
ｏ

大
き
く
力
を
あ
わ
し
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
適
正
就
学
指
導
委
員
会
）

品作童児の級学児害陣校学小島杖

②
金
銭
の
支
払
い
に
代
え
て
土
地
で

支
払
っ
た
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
代

惣
蒔
の
場
合
。

③
交
換
・
営
業
譲
渡
・
契
約
の
予
約

２
８
０
４
）
へ
。
（
公
民
館
）

■
親
子
映
画
の
つ
ど
い

公
民
館
で
は
、
宇
治
映
画
同
好
会

と
共
催
し
、
３
月
2
9
日
（
土
）
、
公

民
館
三
階
（
市
民
会
館
）
で
親
子
映

画
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。
上
映
は

１
回
目
＝
午
後
１
時
か
ら
２
時
半
、

２
回
目
Ｈ
午
後
３
時
か
ら
４
時
半
。

上
映
作
品
は
、
「
あ
か
ず
き
ん
」

「
雷
の
下
の
し
ず
か
な
お
は
な
し
」

「
長
ぐ
つ
父
さ
ん
」
な
４
（
い
ず

れ
も
カ
ラ
ー
作
品
）
入
場
無
料
。

（
公
民
館
）

■
第
９
回
宇
治
川

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

鳳
凰
走
ろ
う
会
で
は
、
４
月
６
日

（
日
）
、
第
９
回
宇
治
川
さ
く
ら
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
き
ま
す
。
＝
－
ス

は
宇
治
川
右
岸
道
路
か
ら
白
川
浜
ま

で
。
寮
賓
格
は
、
１
部
（
年
齢
制

限
な
し
）
、
２
部
（
3
0
歳
以
下
の
男

子
）
、
３
部
（
3
0
歳
以
上
の
男
子
）

４
部
（
中
学
生
の
男
子
）
、
５
郎
（

中
学
生
以
上
の
女
子
）
、
６
部
（
小

学
生
の
男
・
女
）
。
申
し
込
み
は
、

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
勤

務
先
（
学
校
名
）
を
記
入
の
上
、
3
1

日
ま
で
に
森
野
義
一
さ
ん
（
宇
治
弐

番
5
3
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

■
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

４
月
５
、
６
、
1
2
、
1
3
日
に
宇
治

黄
架
市
民
コ
ー
ト
で
。
参
加
費
二
千

五
百
円
。
申
し
込
み
は
、
宇
治
硬
式

庭
球
協
会
の
広
瀬
一
博
さ
ん
（
小
倉

町
老
ノ
木
川
。
電
話
０
３
８
７
３
）

へ
。
先
着
8
0
人
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
ー

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
（
軟
式
）

４
月
５
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
。
対

象
は
市
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
（

男
女
）
。
会
費
は
三
千
円
。
申
し
込

み
は
、
宇
治
市
体
育
協
会
心
⑩
１
９

の
場
食

④
一
連
の
計
画
の
■
i
S
^
＼
］
に
用
地
を
売

買
す
る
場
合
に
、
一
つ
一
つ
の
取

引
の
合
計
が
、
前
記
Λ
届
け
出
が

必
要
な
面
積
＞
の
規
模
と
な
る
場

食そ
の
他
、
届
け
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
土
地
取
引

な
ど
を
さ
れ
る
時
は
、
事
前
に
市
役

所
用
地
課
、
又
は
、
京
都
府
企
阿
調

整
課
（
電
話
一
一
ｌ
－
ｍ
‐
８
１
１
１

）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
用
地
課
）

０
５
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
2
5
日
北
小
倉
小

学
校
で
午
後
７
時
半
か
ら
。

（
社
会
教
育
課
）

募
集

■
宇
治
心
身
障
害
児
・
者
共

同
作
業
所
入
所
者
の
募
集

宇
治
市
心
身
障
害
児
・
者
共
同
作

業
所
で
は
入
所
希
望
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
の
共
同
作
業
所
は
、
障

害
者
の
自
立
更
生
と
福
祉
向
上
を
目

的
に
、
障
害
が
重
い
た
め
就
業
ま
た

は
一
股
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

困
難
な
在
宅
の
心
身
障
害
児
・
者
な

ど
に
、
生
活
指
導
や
作
業
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
入
所
希
望
の
人
は
福

祉
事
務
所
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

ｉ
Ｏ
１
Ｖ

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

■
宿
日
直
代
行
員
の
募
集

教
育
委
員
会
で
は
市
内
小
・
中
学

校
の
宿
日
直
代
行
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
資
格
は
2
0
歳
以
上
の
男
子
・

女
子
。
期
間
は
5
5
年
４
月
S
5
6
年
３

月
。
勁
務
ｔ
ｓ
は
、
宿
直
（
午
後
５

時
～
翌
朝
８
時
）
、
日
直
（
午
前
８

時
～
午
後
６
時
）
。
申
し
込
み
は
市

販
の
履
歴
書
に
記
入
、
写
真
添
付
の

上
、
2
7
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
総
務

課
へ
。
（
総
務
課
）

■
交
通
指
導
員
の
募
集

市
で
は
交
通
指
導
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
対
象
は
、
毎
朝
勤
務
が
可

能
で
6
0
歳
ま
で
の
健
康
な
男
子
・
女

子
。
勤
京
所
は
、
三
室
戸
小
学
校

と
神
明
小
学
校
の
校
区
内
で
、
登
校

時
間
帯
の
１
時
間
勤
務
。
希
望
さ
れ

る
人
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の

上
、
3
1
日
ま
で
に
恋
嘱
労
政
課
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

一

店売販輪二ダンホ市治宇
９
‥

μろ
’
よを
‘
店士
冗
販コレカダコホ

6
2
6

9

6
4
6

3

7
4
5

0

8
3
7

9

8
8
8

8

0
4
0

4
惣
一
一

一
ｒ
一

2
3
一
一
一
2
3
2
3

一
に
一

ｒ

¨

百
駅
駅

｀
召

ｔ
％
緬

い
昌

イ
車
車

サ
ａ
ｔ
ｍ

一
一
昌

一一■
町
］転

｛
日い

１＝治
店
心む

1
9
7
3
2
9
・
7

2
6
8
5
8
4
1
7
6

2
1
1

－

3
3
3
2
2

街店

蕊
一

ｔＪ

乙<
Ｋ
会
商

商
車

」一会商

オ
転
ノ
＃
ｓ
<
i
n
ソ

檎
丸
三
ミ

瑞4
3
2
2

リナ

＝

9
2
0
1
8
1
8
－

１

詔

4
3
・

一
一
一
一
オ

4
4
収
2
3
a
工

ｏ
－
ウ

ー
前

‰
惣

鵬
嘔
り
卜

｀
畠
″

伊
大
質

ス
売
ス
ス

’
販
一
一

タ
ト
タ
タ

こ
こ

モ
ト
モ
寅

ロ
ナ
井
山

溝
ミ
村
㈲

器

8
2
6

2

一
一
一

2
1
4
4
3
1

前所旅鸚
｀

番
小
大

一
田
庄

治
勢
ヶ

宇
伊
五

5
5
5
3
4
6

作＝

溜１１

＝

西
車
ス
ス
会
ト
会
中
会
会
会
会
ル

小
勣
一
一
商
卜
田
ク

プ
タ
タ
車
ル
商
ト
商
商
商
イ

ッ
自
一
一
転
仔
一
商

沁
幡
モ
モ
白
I
＊
･
田
財
田
蜂
谷
サ

り
藤
井
野
心
仔
田

オ
木
近
坂
佐
シ
竹
サ
坪
中
中
林
原

・
１
－

‥″‥●
○
…
以

‥
ろ

‥
よ

兄‥
レ

‥
カ

″
ヽ
・
ク
‥
｝

‥
ノ

・
≒
・
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｉ
ｙ
Ｅ
作

『

・
●

伽

>
・
I

I

ふ
‐

．

…

臨

Ｃ

ふ
・
勿

は幻″

ぷ

心宍″
0 0 09 8

￥
一

嘲四
″｀格価｀″

1

1

1

I

。

－

－

｀
Ｉ
’
／一一

一
一9

0 0 0
Jｙ」

●
●
・
・
１
・
●
●
●
●
●
●
・
・

・
●・●・●・・・・・・・・・・・・●●●・・・・●●●●・・・・・・●●●・・●・●●・・

・

1
1
1
1
1
1
1
‐
１
１
－
－
1
1
1
1
自
白
Ｉ
白
一
一
ｉ
一
1
1
1
1
1
1
S
S
一
Ｉ
一
一
一
一

1

1

1

1

自

－

Ｉ

Ｉ

－

Ｉ

－

―

－

Ｉ

Ｉ

●
●
・
・
●
●
●
・
・
・
・
・
・
●
・
●

Ｖ

°
ｆ
＾
･
≪
Ｓ

こ
作
Ｅ

久

言

●
・
・

Ｎ

｡

ｒ
.
…
…
…

‥

‥
ｍ

・
¨

一
一

’

Ｅ
Ｊ

ｙ
｛

｛

ｓ

ル

り
Ｊ

゛
…

…
゛

火

皿

‥
・
、
・

＼

ｌ
鏃

¨
…

…
…

″
■
‐
‥
‐
‥
‐
ぶ
‥
‥
‘
『
‐
‥
‥
Ｉ
■
。
一
。
■
。
。
。
■
１
．
・
■
。

Ｌ
″
■
Ｊ
…
…
…
・
’

‘

。
・

｀

一

一

一

（

｀

¨ Ｅ

邸
皿
腫

¨

腿

副
。
ａ

一

’

一

…
…

冒
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
’

頑
烈

詣
扇

皿

･
*
≪
・
≪

■ ｙ

一
一
¨
。
、

・
ｊ
一

‘
¨
‥
■

前
頭
賜
蔚
誰
誰
題
記
頭
目

攘
大
朧
膳
誰
一
Ｉ

’
¨
‘
゛
｀

。

朧
四
陽
匹

一

戮
回

匹

■
■
宍
凌
回
裂
難
随
一

高

談
談
頌

大
麟

一

匹

。
前
回
一
隠
顕
皿
瑞

・
・ ・

■
■
。
。
。
。

…
…
…
…
…
…
…

謳
齢

…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
回
一
一
鰯
四
総
一
揖

ａ

■
■ －

尚
Ｉ
ｚ
灘

‥

灘
匹
面
懸

‥

緊
鄙
剔

。
■
■
。
。
。
■
。
。
。
。
。
。
。
回
彭
頴
＝
脂

廳

″
■

胆

…
…
…
…
…
…

詣

厖

一

髪
馥

゛
¨
…
…
…
¨
’
¨

鋏
ｎ
琵
阪
ｓ
啓
誤
認

廼

・
・

一
溺
影

酉

綴
麟
－

一

。
一

読

’

-
'
Ｗ
-
。
<
｡
態
鸚
一

｀

■
■
。
．
ｙ
．
。
…
…
…
一
一

。

謳

…
…
｝

゜

鋸
鏃
圖
綴
堅
昌

四

回

‥
綴
－
回
読
回
蔚
皿
謳
謬
説
■
６
■
。
一
…
…
…
ぺ
。
。
。

・
：
：
：
’
・
：
…
：
‘
・
…
。
・
■
・
■
・
：
『
・
。
・
。
・
。
・
‥
・
■
・
■
・
・
￥
一
・
’
・
・
・
…
『
・
・
・
…
・

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｅ
ｌ

■
ｊ
‥
ヽ
‥
・
‥
‥
‥
…
…
…
‥
’
‥
・
‥
一
一
‥
一
一
一
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・
・
‥
・
‥
‥
‥
‥
‥
’
‥
・
‥
’
‥
・
‥
‥
’
Ｉ
‥
‥
一
・
‥
・
。
‥
・
‥
一

一

難
匹
懲
諺
‥
一
‥
。
‥
…
…
…
朧

お
知
ら
せ

'Mi……菰

r旋諒７c゛■’

ａ回国皿霊ＩＤ

や
め
よ
う

バ
イ
ク
の
二
人
乗
り

障害児教育を
みんなのものに

Ｉ

・・・・●●●●・・・・●●●●
・・

●
・

一一一一一一一一一１一一一一丿一一一一一一｀ 一

一一一
一一一一一一一一一

一

―

‐

・

ｌ

‐

ｉ

－

・

－

‐

’

―

！

‐

ｌ

ｌ

‐

‐

‐

Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
％
1
1
1
1
1
S
I
亀
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
一
4
4
1
1
1
一
一
一
一
1
1
1
1
4
－
4
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
％
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
軸
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一
｝
1
1
1
1
ぐ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
S
I
一
一
一
一
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
1
1
1
1
1
1
1
1
－
Ｉ
Ｉ
一
一
％
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
一
1
1
1
4

一
♂
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、
；
！
Ｉ
Ｉ
！
、
；
―
Ｉ
ｓ
！
；
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、
！
Ｉ
Ｉ
；
！
ゝ
Ｉ
Ｉ
、
…
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、
！
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
；
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｔ
ー
ー
ゝ
ゝ
ゝ
ー
ー
ゝ
ゝ
ヽ
ゝ
ゝ
Ｉ
Ｉ
ゝ
ゝ
ゝ
ヽ
ヽ
―
Ｉ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ヽ
Ｉ
Ｉ
ゝ
ゝ
ヽ
ゝ
ヽ
Ｉ
Ｉ
ヽ
ｓ
ゝ
ゝ
ヽ
Ｉ
Ｉ
！
！
『
Ｉ
Ｉ
゛
゛
゛
゛
―
Ｉ
゛
゛
゛
Ｉ
Ｉ
｀
゛
゛
｀
Ｉ
Ｉ
゛
｀
゛
゛
Ｉ
Ｉ
゛
゛
｀
Ｉ
Ｉ
Ｉ
゛
｀
゛
｀
Ｉ
Ｉ
゛
゛
｀
―
Ｉ
゛
゛
゛
―
Ｉ
゛
゛
゛
Ｉ
Ｉ
｀
Ｊ
み
は
。
宇
治
一
Ｅ
体
ｉ
:
＾
<
Ｍ
（
Ｓ
ｉ
Ｈ
９
Ｃ
≪
Ｋ
!
Ｓ
３
Ｒ
＆
E
i
；

Ｉ
・
４
か
Ｉ
Ｉ
・
’
・
．
Ｉ
・
』
Ｉ
・
・
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
卜
Ｆ
卜
‘
Ｉ
‘
‐
４
Ｉ
’
ト
k
1
1
4
1
・
・
Ｉ
Ｉ
嗜
｀
ｒ
４
４
ｆ
Ｐ
４
・
％
1
1
4
3
ｒ
ｋ
１
｀
Ｊ
り
て
！
ｌ
ｌ
ｒ
‘
１
ｒ
』
″
ｖ
？
”
・
ｊ
“
怜
‘
１
Ｉ
‘
｀
ノ
｀
１
４
ｔ
ｏ
一
一

一一

一一

一

一一

一一

ツケＪ作
｛

ン


	page1
	page2
	page3
	page4

